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皐
月 

 

日
（ 

 

） 
 

 

三
年 

 

組 
 

番 

氏
名 

   

■
諸
子
百
家
に
つ
い
て
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
や
映
像
、
資
料
集
P212

を
見
た
り
読
ん
だ
り
し
な
が
ら
メ
モ
を
取
り
、

ま
と
め
よ
う
。 

孔
子
・
・
・（
紀
元
前
五
五
一
～
四
七
九
） 

（ 
 

 

）
時
代
の
（ 

 
 

）
の
思
想
家
。
政
治
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
が
、
失
脚
。
そ
の
後
十
四
年
間
、
周

辺
諸
国
を
歴
訪
し
、
自
ら
の
理
想
を
説
い
て
回
っ
た
。
六
十
九
歳
で
帰
国
し
、
以
後
門
弟
の
教
育
と
古
典
の
編
纂
に

努
め
た
。（ 

 
 

 
 

）
の
祖
で
あ
る
。 

『 
 

』・
・
・
孔
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
問
答
の
言
葉
を
論
述
・
編
集
し
た
書
。
孔
子
の
死
後
、
弟
子
た
ち
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
。 

                          

◎
学
習
課
題
◎ 



■
孔
子
の
思
想
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。「
仁
」
に
焦
点
を
あ
て
て 

 

（原
文
） 

 

子
曰
。
剛
毅
木
訥
。
近
仁
。（
子
路
第
十
三
） 

（書
き
下
し
文
） 

 

子
曰
く
、
剛
毅
木
訥
は
仁
に
近
し
。 

（現
代
語
訳
） 

 

先
師
が
い
わ
れ
た
。「
剛
健
な
意
志
、
毅
然
た
る
節
操
、
表
裏
の
な
い
質
朴
さ
、
粉
飾
の
な
い
訥
々
（
と
つ
と
つ
）

た
る
言
葉
、
こ
う
し
た
資
質
は
、
最
高
の
徳
た
る
仁
に
近
い
徳
で
あ
る
」 

 

（原
文
） 

 

仲
弓
問
仁
。
子
曰
、
「
出
門
如
見
大
賓
、
使
民
如
承
大
祭
、
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
、
在
邦
無
怨
、
在
家
無
怨
。」

仲
弓
曰
、「
雍
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
矣
。」 

（書
き
下
し
文
） 

仲
弓
仁
を
問
ふ
。
子
曰
く
、
門
を
出
で
て
は
大
賓
を
見
る
が
如
く
、
民
を
使
ふ
に
は
大
祭
に
承
る
が
如
く
、
己
の

欲
せ
ざ
る
所
、
人
於
施
す
勿
ら
ば
、
邦
に
在
り
て
も
怨
無
く
、
家
に
在
り
て
も
怨
無
し
。 

（現
代
語
訳
） 

仲
弓
が
仁
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
。
先
師
は
こ
た
え
ら
れ
た
。「
門
を
出
て
社
会
の
人
と
交
る
時
に
は
、
地
位
の
高

下
を
問
わ
ず
、
貴
賓
に
ま
み
え
る
よ
う
に
う
や
ま
い
つ
つ
し
む
こ
と
が
い
い
。
人
民
に
義
務
を
課
す
る
場
合
に
は
、

天
地
宋
廟
の
神
々
を
祭
る
時
の
よ
う
に
、
恐
懼
す
る
が
い
い
。
自
分
が
人
に
さ
れ
た
く
な
い
こ
と
を
、
人
に
対
し
て

行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
そ
れ
だ
け
の
こ
と
が
出
来
た
ら
、
国
に
仕
え
て
も
、
家
に
あ
っ
て
も
、
平
和
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。 

 

（原
文
） 

子
曰
。
不
仁
者
。
不
可
以
久
處
約
。
不
可
以
長
處
樂
。
仁
者
安
仁
。
知
者
利
仁
。（
里
仁
第
四
） 

（書
き
下
し
文
） 

子
曰
く
、
不
仁
者
は
以
て
久
し
く
約
に
処
（
お
）
る
べ
か
ら
ず
。
以
て
長
く
楽
し
き
に
処
る
べ
か
ら
ず
。
仁
者
は

仁
に
安
ん
じ
、
知
者
は
仁
を
利
と
す
。 

（現
代
語
訳
） 

先
師
が
い
わ
れ
た
。「
不
仁
な
人
間
は
、
長
く
逆
境
に
身
を
処
す
こ
と
も
出
来
な
い
し
、
ま
た
長
く
順
境
に
身
を

処
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
そ
れ
が
出
来
る
の
は
仁
者
と
知
者
で
あ
る
が
、
仁
者
は
ど
ん
な
境
遇
に
あ
っ
て

も
、
仁
そ
の
も
の
に
安
ん
ず
る
が
故
に
み
だ
れ
な
い
し
、
知
者
は
仁
の
価
値
を
知
っ
て
努
力
す
る
が
故
に
み
だ
れ
な

い
。」 

 

（原
文
） 

 

子
曰
、
巧
言
令
色
、
鮮
矣
仁
。（
学
而
第
一
） 

（書
き
下
し
文
） 

 

子
曰
く
、
巧
言
令
色
、
鮮
（
す
く
）
な
し
仁
。 

（現
代
語
訳
） 

 

先
生
（
孔
子
）
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。「
人
に
気
に
入
ら
れ
る
よ
う
に
、
口
先
で
う
ま
い
こ
と
だ
け
言
っ
て
中

身
が
伴
わ
な
い
人
間
に
は
、
仁
の
心
が
な
い
も
の
で
す
。」
と
。 
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皐
月 
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（ 

 

） 
 

 

三
年 

 

組 
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氏
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☆
孝
悌 

（原
文
） 

有
子
曰
。
其
人
為
也
、
孝
弟
而
好
犯
上
者
、
鮮
矣
。  

不
好
犯
上
而
好
作
乱
者
、
未
之
有
也
。  

君
子
務
本
、
本
立
而
道
生
、
孝
弟
也
者
、
其
為
仁
之
本
與
。（
学
而
第
一
） 

（書
き
下
し
文
） 

有
子
曰
く
、
其
の
人
と
為
り
や
孝
弟
（
こ
う
て
い
）
に
し
て
、
上
を
犯
す
を
好
む
者
は
鮮
（
す
く
）
な
し
。  

上
を
犯
す
こ
と
を
好
ま
ず
し
て
、
乱
を
作
（
お
こ
）
す
を
好
む
者
は
、
未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
。  

君
子
は
本
を
務
む
。
本
立
ち
て
道
生
ず
。
孝
弟
な
る
者
は
、
其
れ
仁
の
本
為
る
か
。 

（現
代
語
訳
） 

有
子
が
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
親
思
い
の
者
が
、
目
上
の
も
の
に
逆
ら
う
よ
う
な
こ
と
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

目
上
の
人
に
逆
ら
う
こ
と
を
好
ま
な
い
で
反
乱
を
起
こ
し
た
も
の
は
い
ま
せ
ん
。
君
子
と
い
う
も
の
は
、
物
事
の
根

本
を
大
切
に
し
て
い
る
人
で
す
。
親
思
い
で
目
上
の
人
を
敬
え
る
と
い
う
こ
と
は
「
仁
」
を
得
る
た
め
の
根
本
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
（
学
而
第
一
） 

     

☆
忠 

（原
文
） 

樊
遅
問
仁
。
子
曰
、
居
処
恭
、
執
事
敬
、
与
人
忠
、
雖
之
夷
狄
、
不
可
棄
也
。 

（書
き
下
し
文
） 

樊
遅(

は
ん
ち)

、
仁
を
問
う
。
子
曰
わ
く
、
居
処(

き
ょ
し
ょ)

は
恭(

き
ょ
う)

に
、
事(

こ
と)

を
執(

と)
り
て
敬

に
、
人
に
与(

ま
じ
わ)

り
て
忠
な
る
こ
と
、
夷
狄(

い
て
き)

に
之(

ゆ)

く
と
雖(

い
え
ど)

も
、
棄(

す)

つ
る
べ
か
ら

ざ
る
な
り
。 

（現
代
語
訳
） 

 

樊
遅(

は
ん
ち)

が
仁
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。
孔
子
は
、「
家
で
は
恭
し
く
（
礼
儀
正
し
く
）
、
仕
事
で
は
慎
重
に
、

人
々
に
対
し
て
は
誠
実
に
振
る
舞
い
な
さ
い
。
こ
れ
ら
は
例
え
未
開
の
地
へ
行
っ
た
と
し
て
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

事
だ
。」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
（
子
路
第
十
三
） 

        

◎
学
習
課
題
◎ 



☆
信 

（原
文
） 

有
子
曰
。
信
近
於
義
、
言
可
復
也
。
恭
近
於
礼
、
遠
恥
辱
也
。
因
不
失
其
親
、
亦
可
宗
也
。
（
学
而
第
一
） 

（書
き
下
し
文
） 

有
子
曰
く
、
信
、
義
に
近
け
れ
ば
、
言
復
む
べ
き
な
り
。
恭
、
礼
に
近
け
れ
ば
、
恥
辱
に
遠
ざ
か
る
。
因
る
こ
と

其
の
親
を
失
わ
ざ
れ
ば
、
亦
宗
（
た
っ
と
）
ふ
可
（
べ
）
き
な
り
。 

（現
代
語
訳
） 

 

有
子
先
生
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
『
約
束
し
た
こ
と
が
正
義
に
か
な
っ
て
い
れ
ば
、
約
束
ど
お
り
に
そ
れ
を
果

た
す
べ
き
で
す
。
つ
つ
し
み
が
礼
に
か
な
っ
て
い
れ
ば
、
恥
を
か
く
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
人
に
頼
る
と
き
に
は
、

頼
れ
る
人
に
き
ち
ん
と
頼
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
人
が
あ
な
た
に
と
っ
て
正
し
い
人
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
の
こ
と
を

尊
ぶ
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。 

   

☆
恕 

（原
文
） 

子
貢
問
曰
。
有
一
言
而
可
以
終
身
行
之
者
乎
。
子
曰
。
其
恕
乎
。
己
所
不
欲
。
勿
施
於
人
。 

（書
き
下
し
文
） 

子
貢
、
問
い
て
曰
く
、
一
言
に
し
て
以
て
終
身
之
を
行
う
べ
き
者
有
り
や
。
子
曰
く
、
其
れ
恕
か
。
己
の
欲
せ
ざ

る
所
は
、
人
に
施
す
こ
と
勿
れ
。 

（現
代
語
訳
） 

 

子
貢
が
た
ず
ね
た
。「
た
だ
一
言
で
生
涯
の
行
為
を
律
す
べ
き
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
」 

先
師
が
こ
た
え
ら
れ
た
。「
そ
れ
は
恕じ

ょ

だ
ろ
う
か
な
。
自
分
に
さ
れ
た
く
な
い
こ
と
を
人
に
対
し
て
行
な
わ
な
い
、

と
い
う
の
が
そ
れ
だ
」 

   

☆
克
己 

（原
文
） 

顔
淵
問
仁
。
子
曰
、
「
克
己
復
礼
為
仁
。
一
日
克
己
復
礼
、
天
下
帰
仁
焉
。
為
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
。」 

（書
き
下
し
文
） 

顔
淵
仁
を
問
ふ
。
子
曰
は
く
、
「
己
に
克
ち
て
礼
に
復
る
を
仁
と
為
す
。
一
日
己
に
克
ち
て
礼
に
復
れ
ば
、
天
下

仁
に
帰
す
。
仁
を
為
す
は
己
に
由
る
、
而
し
て
人
に
由
ら
ん
や
。」
と
。 

（現
代
語
訳
） 

 

顔
淵
が
仁
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。
孔
子
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
「
自
分
に
打
ち
勝
っ
て
礼
に
立
ち
返
ろ
う

と
す
る
こ
と
が
仁
で
あ
る
。
一
日
自
分
に
打
ち
勝
っ
て
礼
に
立
ち
返
る
こ
と
を
す
れ
ば
、
世
の
中
は
そ
の
人
の
人
徳

に
帰
伏
す
る
で
あ
ろ
う
。
仁
を
実
践
す
る
こ
と
は
自
分
（
の
振
る
舞
い
）
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
他
人
に

頼
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
い
や
そ
う
で
は
な
い
。」
と
。 
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皐
月 

 

日
（ 

 

） 
 

 

三
年 

 

組 
 

番 

氏
名 

   

■
次
の
『
論
語
』
の
文
を
読
み
、
分
か
り
や
す
く
図
化
し
て
み
よ
う
。 

（原
文
） 

子
曰
、
学
而
不
思
則
罔
、
思
而
不
学
則
殆
。 

（書
き
下
し
文
） 

子
曰
く
、
学
び
て
思
わ
ざ
れ
ば
則
ち
罔
し
（
く
ら
し
）
、
思
い
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
し
（
あ
や

う
し
）。 

（現
代
語
訳
） 

孔
子
先
生
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。「
学
ん
で
、
そ
の
学
び
を
自
分
の
考
え
に
落
と
さ
な
け
れ
ば
、

身
に
つ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
で
考
え
る
だ
け
で
人
か
ら
学
ぼ
う
と
し
な
け
れ
ば
、

考
え
が
凝
り
固
ま
っ
て
し
ま
い
危
険
で
す
」
と
。 

             

■
図
化
す
る
際
に
考
え
た
い
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。 

            

◎
学
習
課
題
◎ 



■
「
仁
」「
孝
悌
」「
忠
」
「
恕
」「
信
」
「
克
己
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
シ
ン
キ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
分
か
り
や

す
く
図
化
し
て
み
よ
う
。 

 

① 
『
論
語
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か 

 

② 

そ
れ
ぞ
れ
は
ど
の
よ
う
に
関
係
し
あ
っ
て
い
る
か 

 

③ 

叙
述
を
根
拠
に
し
な
が
ら
図
化
し
、
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う 

 

④ 

思
考
ツ
ー
ル
は
組
み
合
わ
せ
て
使
っ
て
も
よ
い 
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月 
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（ 

 

） 
 

 

三
年 

 

組 
 

番 

氏
名 

   

■ 

前
時
ま
で
に
考
え
た
「
仁
」
の
捉
え
に
つ
い
て
、
交
流
し
よ
う
。 

☆
交
流
の
流
れ 

Zero 

自
分
の
考
え
を
学
習
プ
リ
ン
ト
No.

10

、
No.

11

を
読
ん
で
再
確
認
す
る
。 

Start

 

順
番
に
「
仁
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
（
一
人

1：30

） 

Goal

 

他
の
人
と
交
流
し
な
が
ら
「
仁
」
に
つ
い
て
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
（

9：00

） 

① 

自
分
の
考
え
と
の
共
通
点
や
相
違
点
は
な
に
か
？ 

 
 
 
 
 
 

→
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
考
え
に
な
っ
た
の
か
議
論
し
て
み
よ
う 

② 

新
た
に
生
ま
れ
た
問
い
は
な
い
か
？ 

 
 
 
 
 
 

→
学
級
で
も
共
有
し
て
み
よ
う 

     

■ 

交
流
を
受
け
て
「
仁
」
に
対
す
る
考
え
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
だ
ろ
う
か
。 

          

■
【
単
元
学
習
シ
ー
ト
】
「
仁
」
の
あ
る
人
と
は
？
（
具
体
の
姿
を
書
い
て
み
よ
う
） 

          

◎
学
習
課
題
◎ 

自分の考えを述べるときには、内

容をきちんと踏まえたうえで発表す

る。図化したものは補助的に活用す

る。 
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皐
月 

 

日
（ 

 

） 
 

 

三
年 

 

組 
 

番 

氏
名 

   

■ 

「
仁
」
の
あ
る
人
と
は
ど
の
よ
う
な
人
な
の
だ
ろ
う
か
？
前
時
の
考
え
を
も
と
に
交
流
を
し
て
み
よ
う
。 

                

■ 

二
千
年
以
上
前
の
書
物
『
論
語
』
が
今
も
な
お
読
ま
れ
て
い
る
理
由
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。 

◎
学
習
課
題
◎ 


